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比較文化研究所年報平成23年3月 第3男

はじめに

→

｡

比較文化研究所長 浅見良露

2008年度に比較文化研究所年報を発刊して、今年度で第3号になります。毎年前年度の比較文化研

究所の活動状況を報告し、また、多くの方々に比'陵文化研究所を知っていただく!岳I的で発刊しており

ます。

比較文化研究所は、 1987年に設立以来、 2007年に20周年を迎えました。

設立当初は、文系学際大学院「比較文化研究科」を設置するための母体として、大学院比較文化研

究科の研究機能を受け持ち、所員もまた、専任所員および大学院比較文化研究科後期博士課程教員に

限られていましたが、近年は、大学での研究成果の地域や社会への還元が求められる中、 2006年度に

「筑後川流域圏の総合的研究」を、 2007年度に、文部科学省私学振興高度化事業である社会連携研究

「筑後川流域圏における産学官民協働と地域コミュニテイ開発に関する研究～健康と生きがいのある

まちづくりを中心に～」をスタートさせ、比較文化研究所の研究成果の地域への還元、 さらには、久

留米大学と地域との連挑強化を図っております。

第3号は、 2009年度の活勤状況を中心に掲載しております。本年報を通じて、比絞文化研究所と地

域や社会との交流・連桃がさらに広がることを期待します。

2011年3月
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比較文化研究所の概要

比較文化研究所は、 1987年に久闘米大学付属の研究所として創設されました。

研究所の目的は、 「新しい学際的統合を基本理念として、文化の構造と機能に焦点を当てた総合的比

絞文化研究を行うこと」 （比較文化研究所規程）であり、学問領域を超えて学際的な研究の推進を図る

ことを目指すものです。

設立当初は、文系学際大学院「比較文化研究科」を設置するための母体として、大学直属の研究所

として設閲されました。大学院比較文化研究科の研究機能を受け持つという性格上、専任所員及び大

学院|#士課程比較文化研究科後期課程の教員のみによって組織されており、研究所長もまた、比岐文

化研究科委員長（当時、現在の比較文化研究科長にあたる）が兼任しておりました。

その後2001年において、研究所の組織が改正され、比較文化研究所に、大学での研究成果を地域や

社会へ還元するという役割が加わりました。それに伴って、組織も変更され、比較文化研究所所員も、

大学院担当教員を中心に、その他の希望する専任教員にまでその枠が広げられました。

まず、 2006年度より、研究成果の地元地域への還元を意図して地元である筑後川流域圏を対象地域

とした研究を行うというプロジェクト研究「筑後川流域圏の総合研究(大川研究)」を開始しました。

2006年度～2007年度においては、大川地域における研究が行われ、 2008年にその第1回の研究報告

像「大川地域研究」を発刊しました。また同時に、大川市における報告会も開催いたしました。2008

年度～2009年度においては、研究対象地域を旧三潴郡に移して、 「筑後川流域間の総合研究(三潴研究)」

さらに研究を進め、 2010年に第2回の研究報告書「三潴地域研究」を発行いたしました。そしてさら

に、 2010年度からは．旧久留米市を中心とした地域の研究に着手しております。

また、文部科学省が進めている私立大学学術研究高度化推進事業のなかで社会連携研究推進事業に、

比較文化研究所は大型研究プロジェクト 「筑後川流域圏における産学官民協側と地域コミュニティ開

発に関する研究一健康生きがいのあるまちづくりを中心に一」 （代表保坂恵美子、研究分担者15名、

研究期間5年間）の申請が認められ、 2007年度からスタートしました。

いずれの研究事業も、比較文化研究所の研究成果の地域への還元、 さらには、久留米大学と地域と

の連桃強化を図るものであります。平成21年度においては、次のような組織・体制となっております。

組織体制

所 長

専任所員

浅見良露（経済学部教授と兼任）

行實鉄平（講師）

大西良（講師） （10月1日より）

鈴木廣

森醇一朗

77名（専任所員2名（上記)、

客員教授2名（上記)‘

客員教授

所
F名rJ

員
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平成23年3月 比較文化研究所年*II 第3号

大学院比較文化研究科後期博士課程の教員32名、

大学院心理学研究科後期|#士課程の教員6名、

任意に加入する助教以上の教員35名）

特別研究員2名

研究部会研究協力者4名（文化財保存科学研究部会4名）

研究員35名

専任所員は、識師以上の教員となり、任期制をとっております。

所員は、専任所員、大学院比較文化研究科後期博士課程の教員のほか、大学院心理学研究科後期博

士課程の教員および任意に加入する助教以上の教員により柵成されています。

研究体制としては、 「研究部会」を価き、各研究部会長が研究活動の中心として研究活動をリードし

ています。2009年度における研究部会は以下の通りです。また、各研究部会の研究活動を次項以~Fに

示します。

l)欧州研究部会（部会長児玉昌L』教授）

2）健康文化研究部会(部会長満臓l良・教授）

3）外国語教育研究部会（部会長李偉准教授）

4）福祉コミュニティ研究部会（部会長保坂恵美子教授）

5）民事法研究部会（部会長石川真人教授）

6）文化財保存科学研究部会（部会長狩野啓子教授）

7）地域博物館柵究部会（部会長吉II1洋一准教授）

8）地域社会・文化・経済研究部会（部会長大矢野栄次教授）

9）地域鯖神保健福祉研究部会（部会長辻丸秀策教授）

研究員は、後期博士課程を修了した者が、その後も研究を続け、博士の学位論文の作成を目指すと

いうものです。2009年度は、 33名の研究員が在籍しており、指導教員の指導の下、各自の専門分野

の慨究を行っています。

議決

比較文化研究所における議決組織として、主として次の2つの議決組織があります。

運営会議？所長専任所員、研究部会長所員の代表からなる組織で、 2009年度は合わせて16名

の運営委員で柵成されています。研究所の運営に関する!|1心的な議決機関となります。

研究所会厳：所長、専任所員、所員全員からなる組織で、規程、運営方針、予算、人事等に関する

決定を行います。

また、学部などとの必要な連絡洲盤を図り、研究所の円滑な運営を期するため、研究所協議会が置

かれています。協議会は、所長、学部長専任所員の教授を含む所員の教授5名によって組織されて

います。

おもな活動

比較文化研究所の活動は、研究部会の活動および研究所の活動に分かれます。

本年度の活勤については次項以下を参照ください。

－3－
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研究成果の公表

『比較文化研究』

研究所の紀要として『比較文化研究所紀要』第1輯を1987年に発行しましたが、その後1993年発

行の第14輯からは『比較文化研究』と紀要名を改称しています。また、平成21年度より、査読制をと

り、また、年1回の発行となっております。第44輯の目次は以下の通りです。

『比較文化研究』第44輯（2010年3月発行）

論文 大矢野栄次「有明海と淡海一近淡海と遠淡海一」pp.1-25

大西良「不登校生徒へのソーシャルワーク的介入に関する研究一スクールソー

シャルワーカーの役割評価を中心に」”､27-47

研究ノート 田中孝明「福祉サービスの組織運営に側する基礎的研究一施設運営をめぐる近年

の動向を踏まえて－」pp､49-60

各研究部会等の研究成果の公表

また、各研究部会などにおいても出版物をはじめとする研究成果の発表が行われておりますが、そ

れらの成果については、各研究部会聯の報告（後述）をご参照ください。

さらに、研究員については、平成18年度から、年度末の2月に、研究員研究発表会を行い、その年

度における研究成果の発表が行われています，

『比較文化研究所年報』の刊行

比較文化研究所における1年間の研究成果の報告および比較文化研究所の学外への周知を目的に、

2008年度（2007年度の報告）より刊行を開始しました。

筑後川流域圏の総合研究（三潴研究）

久留米大学は、筑後川流域圏の中央部に位置するが、久留米大学の位置する筑後川流域圏を研究し、

さらにその成果を地域に還元しようとするものです。本研究は2006年度より開始しています。現下の

ところ、下流域から上流域へ2年単位で研究を進めております。2006～2007年度においては、筑後

川河口付近の大川市を中心とした地域を対象とし、 2007年度末に『大川地域研究』を刊行しました。

2008年度は、研究対象地域を、筑後川を少しさかのぼった旧三潴郡（久留米市言潴町、久留米市城島

町、三潴郡大木町）を中心とした地域を対象に、研究を進めております。2009年度末に、その成果を

とりまとめ、報告書『三潴地域研究Iを刊行しました（詳細は別項参照)。

社会連携研究「筑後川流域圏における産学官民協働と地域コミュニティ開発に関する研究～健

康生きがいのあるまちづくりを中心に～」

大学と地域社会との連携を目的として、 2007年度より、文部科学省私立大学学術研究高度化推進班

業としてスタート、 2009年度においては、 「つなごう！ふるさとの文化」をテーマに、地域の教育

文化、 まちづくり団体との交流研究を行い、 「ふるさとの文化」をテーマとした「ゆにばひろば」を実

施しました。 （詳細は別項参照)。
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活動報告

1．研究部会報告

1）欧州研究部会

2009年度の欧州部会は特に識減活動に重点を置いた活動を行った。

以下の要領で、 4名の講演者を招き、会場：久留米大学福岡サテライト （槁岡県福岡市中央区天神

l-l-1束オフィス5階）で実施した。

特に辰巳浅嗣先生は阪南大学の学長で多忙にもかかわらず大阪よりお越しいただいた。また佐瀬呂

盛防衛大学名誉教授も鎌倉より本学欧州部会のために快く識演を引き受けて頂いた。

朝日脇阪紀行論説委員、山本直北九州市立大学准教授についても、同様である。併せて本誌を借り

て．感謝申し上げたい。

時
師
題
雁

平成21年7月24口（金）

脇阪紀行朝日新聞社論説委員． （元ブリュッセル支局長）

｢欧州とアジアの地域統合－その比較」

京都大学卒

同内各支局ブリュッセル支局をへて現職

『大欧州の時代』 （岩波新沸、 2006年）

カトゥリ・メリカリオ11"阪紀行訳『平和椛築の仕事；フィンランド前大統領アハテイサーIJ

とアチェ和平交渉』明石稗店2007年

日
誰
演
略

著 ,1}

翻訳Til

日時：平成21年12月5日（士）

講師：辰巳浅嗣

「EUの軌跡一共通外交・安全保障政策(CFSP)を中心に」

（阪南大学学長、 LI本EU学会理事長法学|尊士）

略歴：昭和47年3月関西大学大学院公法学専攻博士裸程

業細: rEUの外交・安全保障政策一欧州政治統合の歩み』 （学位論文）成文堂、平成13年3月

『国際関係と国際組織』 （共編著）成文堂、平成15年6月

『'EU|欧州統合の現在』 （編著）創元社、平成16年4月

『リスボン条約による欧州統合の新展開』 （共著）ミネルヴァ書房、平成21年8月

日時：平成22年2月13日(1:) 15時～17時

講演者：佐瀬昌盛（防衛大学校名誉教授）

－5－
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演題 『NATOと日米同服一その比較一』

『NATO-21世紀からの世界戦略』 （文春新書1999年）

『集団的自衛権一論争のために』 (PHP新書、 2001年）など多数

『ヴイリー・プラント共存の試練』 （時事通信社、 1965年）

『コンラート・アデナウアー『アデナウアー回顧録(1 ･ 2)J (河出諜房1968年）

など多数

翻訳関

日時：平成22年3月19口（金）

「EUリスボン条約と人権保障の実際」

本学比較文化研究所欧州部会では、EUの人権研究で業細を上げられている。

講師：山本直（北九州市立大学外国語学部准教授）

略歴： （やまもとただし） 1972年生まれ。 1995年同志社大学法学部卒業2004年同大学院法学研

究科単位取得。北九州市立大学外国語学部講師、テュービンゲン大学（ドイツ）政治学研究

所客員研究員などを経て、現職

著書; rEUとグローバル・ガバナンス』 （共著、早稲田大学出版会、 2009年)、 リスボン条約による

欧州統合の新展開-EUの新基本条約（ミネルヴァ書房2009年). EU欧州統合の現在（創

元社、 2008年) ｢EU基本権憲章における『解説文』の作成と意義」 『公益学研究』9巻1号、

2009年、 「EUにおける人権と民主主義」 『日本EU学会年報』22号、 20()2年など

（文責児玉昌己）

2）外国語教育研究部会

外国語教育研究部会は、外陛h浴教育のバックグランドの人間教育をモットに、姉年外国語語学、文

学と教育のみならず、その周辺分野の異文化コミュニケーション、異文化理解人間関係など幅広い

課題を取り上げ、専門的な研究者を講師に、教員及び地域住民を対象にした講演会を実施している。

2009年度は上述した視点から‘ また2008年度の「持続可能な社会と教育？ESDを通した教育の

捉え直し」を踏まえて、第2弾として「ESDとエコロジカル・フットプリント」をテーマとする識減

会を実施した。講師としてESD-J･岡山ユネスコ協会池田満之理事にお願いした。参加者は本学教員

及び学生計･17名であった。

演題ESDとエコロジカル・フットプリント

講演者；池[I]満之(ESD-J･岡山ユネスコ|"会）

日時；平成21年11月28n土曜日 10: 00～13:00

場所；久制米大学御井キャンパスメディアセンター6F第2AV教室

講演内容；

エコロジカル・フットプリント (EF)をテーマにして、持続可能な社会づくりのための教育(ESD)

を学び合う。EFとは、 「人IIII活動が地球環境を蹄みつけにした足跡」という比嶮に基づいた、地球の

－6－
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環境容量指標である。通常は、生活を維持するのに必要な一人当たりの陸地及び水域の面積として示

される。今回のセミナーでは、ESDを枠組みとして、EFの考え方や実践そして教育現場での応用例

などを伝えると共に、参加型ワークショップを通して、EFから私たちは将来のために何を優先して為

すべきなのかなどを考える機会にできる。

（文責李偉）

3）健康文化部会

《活動報告》「医療文化史からみた筑後地域における医学史の比較研究」

今年度（平成21年度）からの健康文化部会は、 「筑後地域の医療文化史」を扱う。2008年に80周年

を迎えた久留米大学は九州医学専門学校の創設以来、地域医療を担ってきた。しかしながら、県南（あ

るいは久留米）地域における医療史・医学史が必ずしも明確に把握されてはいない。一方、大学の持

つ史・資料は地域を始めとした一般への公開を求められつつある。久留米大学も、県南（あるいは久

留米）地域における医療史・医学史を考慮しながら、地域医療を担ってきた史・資料を一般へ公開出

来るか、出来るとするならば如何に、 どのようにして行うか、について検討すべき時期にきている。

久留米大学の方向性とシステムを模索することを目的に、大学付置附置の博物館、資料館などに関す

る資料収集と視察を実施した。その施設と概要などは、以下に列記した通りである。

1 4月3日（木） ：明治薬科大学明薬資料館

資料館の位置づけ（図書館の一部)、役割などについて確認した。なお、 日本における西洋医薬と大

学の沿革に、医薬分業の必要性が伺われる。

2． 4月3日（木） ；順天堂大学医学部

近代医学の発祥地として佐倉順天堂の詳細を紹介して貰うと同時に、医学史のシンポジウム開催な

ど情報発信などの企画は見逃せない。

3． 4月11日（士） ：川崎医科大学現代医学教育博物館

医師を始め医療従事者における医学、医療の教育目的として、資料がかなり充実している。大学と

しての歴史が必ずしも古くないことから、博物館の目的を医学教育に絞り、一括的に整理された病理

標本の充実ぶりが著しい。

4． 4月12日（日) :大阪人権博物館

人権を考慮しなければならない医学･医療の歴史を考慮する上で、ハンセン氏病や障害者などの人椛

問題は参考になった。

5． 4月30日（木） ：富山大学民族薬物資料館

和漢を始めとした様々なアジア系民族の薬物が極めて豊爾であり、印象深い（年間で約500種前後

の追加があるらしい)。和漢医薬学総合研究所、民族薬物研究センターの資料館に位侭づけられる。博

物館的な機能は、データーベース化されたものとして、HPに集約されていた。なお、人的組織構成は

教員2人と、データーベース作成担当を含む事務官2人の計4人であった。

－7－



平成23年3月 比較文化研究所年報 第3月

6． 5月1日（金） ：内藤記念くすり博物館

植物園を併設した博物館は最大規模で、その展示は、薬の考え方、作り方、売薬を含む社会的位置

づけなど古代から時系列的に分かりやすい。また、健康の体験コーナーや医学（教育）との関係性も

垣間見え、一般人の見学も地理的に遠いにも関わらず多かった。なお、人的組織は館長以下、学芸員

2名、事務員5名、園庭員3名の11人体制で、定期的な「くすり|呼物館だより」なども目を引いた。

7． 5月22日（金） ；日本歯科大学新潟生命歯学部医の博物館

歯科や薬学にまで及ぶ医学諜の古典（主に原誇）が、医学の歴史に沿った展示で、欧米の初期にお

ける歯科の治療状況を歯科医や器具も含め複製品・物で再現してあった。我が国については、用器具

の展示や絵による紹介である。なお、人的組織櫛成は館長と係員、 1名ずつの専従であった。

8 5月23日（土） ：新潟大学あさひまち学術資料展示室

新潟大学が保有する資料のなかで、大学の医学史は第一解剖学教室の古人骨資料と、人文学部の考

古資料の組み合わさった人類史関係と、歯科医擁の近代史であった。

9． 9月14日（月） ；仙台大学体育学部

数少ない体育の単科大学ながらスポーツ医学に取り組むインフラの充実ぶりが'二I立つ

10. 9月15日（火) :東北大学総合学術博物館

東北大学総合学術博物館は、理学部自然史標本館が東北大学総合学術博物館の常設展として機能し

ていた。過去に蓄積してきた肖然史に関る標本の充実ぶりが著しい。

11. 10月511 (日) :東北大学マルチメディアホール

東北史学会．大学院GP「朧史資源アーカイブ岡際高度学芸員恭成計画」合同国際シンポジウム『文

書館・博物館のこれからとアーキビスト・キュレイター養成』に出席した。

12. 1月8日（金) 東京大学総合科学博物館

東京大学総合科学博物館は、全学の共有財産であると同時に100年以上にわたって存在する学術標

本を整理し、そのまま常設展として機能させていた。

1a 1月8口（金) :東京大学総合科学博物館小石川分館

本郷にあった東京医学校の中心建築を移築再建した小石川分館自体が、重要文化財である。一見、

医学、 自然工学、建築などの雑多な展示とも捉えかねない。併設された江戸時代小石川養生所の痕

跡を残す広大な植物園は、存在そのものが時代を感じさせた。

14 1月22口（金) :仙厳間尚古集成館

尚古集成館は、幕末から明治にかけた鹿児島の医学校の歴史も刻んでおり、実学としてのイギリス

医学に範を取った唯一の歴史を見せていた。また、鹿児島にしかない薬草の歴史などの一端も副館長

から灰間出来た。

15. 1月22m (金) :鹿児島大学総合研究博物館

全国の地方大学で初めて設立された総合研究博物館は建物自体で80年以上の歴史を持つ。七高造

士館、高等腱林の歴史から戦後の新制大学としてスタートした展示は、機器で辿る教育研究史、地理

と生物の地域史など付属中央図善館歴史展示室とともに詳しい。なお、人的組織は教官4名（教授1

名、准教授3名）と非常勤の学芸員1名（博物館常駐)、事務の専従職員に各学部に協力（連絡）教官

と言う榊成であった。
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上記の視察、調査に加え、医学史全般の現状について講演会を企画していたものの、予定していた

演者の辞退につき実現出来なかったが、平成22年度の課題としたい。また、久留米大学医学部の前身

である九州医学専門学校OBに、様々な医療の道具・用具などの聞き取りを行った。今後、医学部付

属病院に残されたものについても、確認しながら整理していきたい。

（文責滿園良一）

4）地域博物館研究部会

運営（研究）テーマ

地域博物館研究部会は、筑後川水系を中心に形成された地理的環境のもと、筑後川流域の将来計

画を策定するうえでの大学組織の役割として、周辺自治体や市民と共に協力・連機し、歴史的環境

を保持し地域文化を継承していくことを目的とする。

運営（研究）計画

①九州管内をIP心とした地域博物館の現地調査・視察

②筑後川水域関連資料の保存・収集（学生への還元）

③久留米大学関連資料の保存・収集（学生への還元）

2009年度の活動報告の一例として、ニューズレター(vol.l)を発行した。

地域博物館研究部会ニューズレターCONTECTS

大学博物館の椛想査定と将来的役割．．………………

レポート

社団法人スポーツ健康産業団体連合会シンポジューム

村丸ごと生活博物館（熊本県水俣市久木野） ・………

古文灘洲査（大木町） ・…………．．…．．”……………・

寄稿九州の図鱒館・博物館①（熊本県立大学図書館）

森醇一朗今申由早■吾●各●e■■骨G吾●昏令

行實

浅見

吉田

大島

鉄平

良露

洋一

明秀

心中●●●◆■◆■各◆＆■

巳中心 ■●◆ゆ ■血■

口中■ 合■

巳中申中心 ■ ■●甲由■■

以下、ニューズレターの一部を転赦致します。

(文黄吉田洋一）
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大学博物館の職想策定_と将来的役割
久留米大学比絞文化研究所客員教授森騨一朗

九州一の大河「筑後川」の流れによって流域

に形成された地理的環境は、中国大陸と朝鮮半

島に近接することから多様な文化を生み育み、

特色ある歴史的環境をつくってきました。久留

米大学はこの大河の流れの中で|淵学以来80年

のl}#を刻み、今日旭町キ･ヤンパスと御井町キャ

ンパスから柵成される大学像を創りあげています。

しかし、大学の中に過去の研究成果や、そこか

ら生まれた教育的成果を知ることを目的とした

系統的な情報を、広く学内や地域に提供するデ

ーターバンクの「大学IW物館」は現在存在して

いません。

そこで久留米大学の研究と牧育による「大学力」

を冊報化し、今日の学剛をとりまく地理的・歴

史的環境の地域惜報を発侭する施設の設立案を

提案することを目的とした、 「地域博物館研究

部会」が平成18年度に比較文化研究所の中に

IⅡl股されました。久留米大学をふくむ筑後川流

域の将来訓･画策定の中で、どのような「資料」

の収典と‘収集された各秘資料の「調査研究」

の成果を「惜鋤として還元できる拠点施設の『大

学IW物館」と「地域鱒物鮪」を3年間かけて検

討してまいりました。

今日，九州各地では市町村合併や行財政改賊

が惟池され、道州制慶の導入聯の社会の椛成韮

盤の根幹に関わる変化が求められている中で、

大学IW物館の設立目的と役削を「大学の総合的

なデーターバンク』としてその位置付けを明確

にし、 1W物館を手段とした文化広報活動の椛

築による大学の地域戦略の手段として不口J欠な

施般と考え、その必要‘kを説いています。そこ

から①オープンキャンパスの常設化による大学

悩報の発信、②寄贈・寄託資料の受け入れによ

る禰極的な文化・広報活動の導入．③文系及び

医系学部のIW物館を整伽することによりデータ

ーバンクの構築によるn1l逝的な人材の育成等が

考えられます。このような大学総合博物館柵想

の櫛築と慾倣による結果として、国内外の学生

の獲得のための吸引力の強化や創造的人材の青

成による大学総合評価の向上、 さらには多様な

人材の交流による学際的研究効果による大学力

の向上に繋がるものであります．

比較文化研究所IW物館研究部会の「久留米大

学総合博物館（仮称） 」の構成案として大学の

発展過程から、文系|#物館と医系1W物館の二系

統と大学博物館さらには大学周辺に点在する地

域博物館の今後の管理・運営を行う博物館管理

機構を設けた三系統としました。

文系博物館には365日オープンキャンパス

の役割を持つ『INl学80周年記念館」と、博物

館緋座と学芸典推成課程の実習や九州の地域博

物館の情報を提供する「九州の僻物館柵棚館」

を中心に、大学に寄贈寄託される費料を公開

する「ギャラリー館」 、大学が置かれている歴

史的・地理的環境から中国大陸とWI鮮半島を対

象にした「比絞文化研究館」 、大学を取り巻く

筑後川流域の雁史と風土を展示する「流域IW物館」

等が考えられます。

医系博物館には人々の生命に関係する総合展

示として「生命の科学館」や、医学部の80周

年の歴史と現在の教育課程を示す「唾学部講座

科目館」を中心に、医学研究の応用施般の「附

属病院診療科目館」 、医学研究の股先端を紹介

する「先端医学館」 、現代社会が目撫とする健

康維持のための「健康とスポーツ医学館』瀞が

考えられます。

このように、久留米大学総合僻物郎は文系が

5館（室）と医学系5館（室）から柵成される

構想案でありますが、取り組みやすい施設から

着手し、 また短期Ⅲlで完成させるものではなく

長期計画の中で述成されるものであります。
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し鳥ポート

社団法人スポーツ健康産業団体連合会シンポジューム 行實鉄平（比較文化研究所）
平成22年3〃3日（水） ．社団法人スポーツ健康産柔団体連合会が主脳するシンポジューム「スポーツは地域の未

来を招く～スポーツを起爆剤とした地域の活性化～」へ参加した．内容は．スポーッッーリズムの可能性について

溝畑宏氏（国土交通省観光長官）の韮澗撫演をはじめ、各地域での爽致fil告、ならびにパネルディスカッションが

行われたものであった。ツーリズム産業は、小泉内閣時に政策として取り上げられ、それ以降、 2006年「観光立国

推進無本法」の制定、2008年「観光庁』の批臘と、現在その育成がⅡ本の雄枠産業のひとつとして進められている

ものである。そのII]で「健康（ヘルス） 」というキーワードを含めたスポーツヘルスツーリズムは、多彩な湯治

文化を符つ日本において、今後の地域潅粟として大きな潜在的蒲典を好つものであるといえよう。また、市民マラ

ソン大会をはじめとした各地域で行われるスポーツイベントのⅢl{IMは、その地域にもたらす経済効果ばかりが注日

されがちであるが、行政やスポーツ関係剛体、まちづくりNPO，地蝿巌業などとのネットワーク、 といったレガシ

ーを生み出すことにも注目する必要がある。逆に、このようなネッl､ワークづくりに注目していく（意撤していく）

ことが、スポーツと地域の活性化を結びつける源泉であることを今回の磯鎗を通して再認識することができた。

現在、久刷米大学において進められているIW物館構想においても． 『朏康・スポーツ」は一二三瞬FR澪…

蝿燕瀞懸難洲鰄淵繍燃撫鑿鵜
霞室で]幣冒寡．**|:111法人スポーツ他康産業団体連合会httP://www・jsif・or.jp/indeX-nash.11tml

－

村丸ごと生活博物館（熊本県水俣市久木野） 浅見良礁（経済学部）
本棚物航は通術の博物館ではなくゞエコミュージアムの一つである。エコミュージアムは、一つの巡物内に収集

品を展示するのではなく、地域そのものが柵物館であり、訪問者が現地に出向いていって．地域そのものを見聞す
るものである．日本においては、 『まるごと博物館』などの名称で．多くの地域で開館している．

水俣の「村丸ごと生活博物館」は、水俣市が2001年に「水俣市元気村づくり条例』に基づき設慨、現“山間部
の4地区(頭(かぐめ)石、久木野、大川、趣小叫)が指定を受けている。これらのうち、久木野は、水俣巾中心部の東

方(111llllへの〃向)約13km|の位置にあり、 2()05年に「村丸ごと生活IW物側.I」に指定を受けている＊'・拠点となって

いる愛林飢は、 1994年に水俣市によって雌敗された。当初から館僅を全圃公擁し、沢畑亨氏が館投に選ばれ、現在
に至っている。久木野地区の村おこし活勁の拠点となっており、その一環として、 「村丸ごと生活l1:ﾘ物館」を|Ⅲ殺
している．

愛林館の活動は． 『食べ物」 「環境教ff」 「イベント」の3つの耶業を住とし、 『環境教育」の中で、 r森づくり」
「田援計画j 『研修』 『村丸ごと生活IW'物飢』 「炭焼きjの事業を行っている．

「村丸ごと生活博物館」は、愛林節を拠点とし、 2009年11月現在、8人の「生活学芸員』と6人の『職人」が活
動している．生活学芸員は、料理班と案内晩からなり，案内班は、来肪者を村中(噛合によっては農家内)まで案内

し、地域の生活そのものを紹介してくれる．その中で、訪問者は、胤村地域にあるいろいろなもののほか、農村で

の生活も知ることができる。料理班は、愛林館において、農村における東腿料理の提

灘
供やレシピの出版を通じて、農村の家腿料理を記録に残している。

「村めぐり」 「食めぐり」 「わざめぐり(各柵体験)」について、それぞれ訪lHl料金

を設定し、その活動が村のビジネスにつながるようにしている。

*I村丸ごと生活博物館ホームページ

http://www.minamatacity.jp/r℃】【lltcd_group/muramarugroup/index.htm

古文書調査
比較文化研究所の研究部会のひとつに「筑後川流域圏の総合研究」があります。筑

後川周辺の各自論体にご協力いただいて、維済、社会、地理、歴史など椛々な分野を

各々のWi''l'牧員が批当しています。平成18年皮より筑後川河LIから1IM始された研究は、

19年膜末に『坑後川流域間の総合研究l大川地域研究』という11}子にまとめられ、

新IⅡlにも取り上げられました。

さて、 20．21年度は大川市より上流に位世する大木町、三潴町城砧町(2町は現

久留米市）の総合研究を行っています。その一猟として、文学部吉田ゼミでは、大木

町の古文書所在瞬査を実施いたしました．写真は同町の牟田家に伝わる古文書鯛査の

橇子です．鮮細は『筑後川流域圏の総合研究2三潴研究』に記戦予定です．今後も

引き続き同総合研究と連携をとりながら、筑後地域で散逸しつつある古文番等の調査

を続けていこうと考えています．

吉田洋一（文学部）

少
調
査
の
様
子
世
牟
田
家
史
料
の
一
部

ー

一
一
一
》

F3
波Z凝《MIM…ル

』
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7凪洵;獅々…唖r囮薙

域想の図熱縛物館①

熊本県立大学学術情報メディアセンター図書館
熊本県立大学文学部専任講師大島明秀

本学は、昭和22年(1947)熊本城内にI1H学し

た熊本県立女子専門学校をその前身としています。

昭和25年に大江渡鹿に校舎を移し、 さらに昭和

55年(1980)には現住所（他爪町水洗、現月出）

に移転しました。平成6年（1994）に熊本県立

大学と改名、共学化し、その後、法人化を経て

現在に至っています。

現図諜館は共学化の隙にキャンパス内で移i限

改築したもので、 RCjik4階雌て総延床而横31847

1㎡、図書約26万冊、視聴覚資料約7700点を所蔵

しています（図1） 。

3階にはグループ学習室2室・会継室l室も備え

ています。また、地域に根差した大学図書館と

して、熊本の郷土研究に資する文献の収築と目

録作成も行っています。

上記のほか、図書館4階『特別溌料室」には数

千点以上の貴政史料が保管されています。一例

を挙げると、 『熊本市史』を編纂した平野流香

（1883-195()）の関係文書肥後地域の版木・

写本を収典した郷土史家上妻博之(1879-1967)

旧蔵書約440{Ⅲ．そして熊本洋学校（明治4.

1871年開校）で教科書として用いられたと語ら

れる蔵書64冊などです。

中でも、近代熊本を語る上で最亜要史料とさ

れる上益城郡の蕊商富永家に関する文瞥群を収

蔵していることは、とりわけ強側したい点です。

富永家が営んでいた醗造業に関迦する文書類を

はじめとして、雄文類、書簡類、公文幣類、家

族や個人的な記録類など総計7000点以上が収め

られています。特に注目すべきは、明治10年代

から約30年にわたってつけられた窟永三十郎（1829

-1910）の1l妃で、そこには天候、 ｜畔代、世相、-1910）の1l記で、("1)図書館の外観

1～3階が開架普蹴、4階が閉架書庫となってい

ますが、 1階は特に、視聴覚コーナー（14ブース）

を設けてDVDプレーヤーやビデオレコーダー等

34台を備え付け、学生の絡学学習や就職対策の

ための学習に供しています．2～3階には学生・

牧職貝が普段利用する和洋鱒を配架しています。

また、平成20年には本学の大学史料を展示した「熊

本県立大学アーカイブ」が棚設されました（図

年中行蛎、食ﾘの

内容、出来耶、校

友関係物品の贈

入記録などが詳細

に記録されていま

す（図3） 。

「 1

一一

（図3）7（図3）耐

●
召
８

水三-1･郎の日記

現崔利用者への提供を目指し、文学部日本

語日本文学科の学生とともに月1－2回のペースで、

解読困難なこの文啓群の整理・目録化に取り組

んでいます。九州における富永家の位隙づけか

らすれば、史料確理が進めば間述いなく久刊米

との接点が見出されることになるでしょう。研

究を希望される醜敢な学生が、久岡米から出現

される日が来ることを願ってやみません。

2） 。

…
◆

鴬

(図2）熊本県立大学アーカイブ

141
久曾朱大学比軍化研究獅地壊鷺輸蝕研究律会事ユーズシター酌10m1蝿打日記獅零調鄭畷夢鋤釦爵樋娩会社久留米市扉幽璽町4"24332 Tat)94捗鍋倉興麹
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5）福祉コミュニティ研究部会

平成:21年度福祉コミュニテイ研究部会では、以下の2つの研究・活勤課題に取り組んだ。

研究・活動課題名

(1)高良山物語『こうご石はみてござる』の絵本に対する調査研究活動

(2)新型特別謎謹老人ホームの現状と課題に関する研究活動

以下に、 この2つの研究・活動課題の成果についてまとめる。

(1) 高良山物語『こうご石はみてござる』の絵本に対する調査研究活動

①目的

昨年度（平成20年度)、地域の歴史や文化に対する理解および家族や地域の絆を深め、子どもたち

の地域アイデンティティ形成の一助とするために、地域に伝わる民話を素材にした絵本高良山物語『こ

うご石はみてござる』を作成した。そこで今回、高良山物語『こうご石はみてござる』に対する地域

住民の意見や感想などを具体的に把握するべくアンケート調査を実施した。

②研究委員

保坂恵美子

松尾誠治郎

石橋潔

小栗正裕

大西良

ボドリヤクナタリヤ

許莉分

藤島法{：

川野栄美子

久留米大学文学部教授（研究委員長）

久留米大学文学部教授

久留米大学文学部准教授

久留米大学文学部講師

久關米大学比較文化研究所所員

久開米大学大学院比較文化{ﾘ究科学生

久留米大学大学院比較文化研究科学生

久留米大学大学院比較文化研究科学生

ブッククラブ大川代表

③研究委員会開催日

平成21年6月15日

平成21年7月13日

平成21年8月101 1

平成21年9月141J

平成21年10月19ロ

平成21年11月9n

平成21年11月301｣

平成21年12月141]

第1回研究委員会

第2回研究委員会

第3同研究委員会

第4向研究委員会

第5同研究委員会

第6同研究委員会

第7同研究委員会

第8同研究委員会

研究計画の検討

研究スケジュール

研究報告①

研究報告②

研究報告③

研究報告④

研究報告⑤

研究報告⑥

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
１

月
月
月
月
月
月
月
月

く
く
く
く
く
く
く
く

膜続きの検討
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平成22年1月18日（月）第9回研究委員会研究のまとめ

④活動報告

本調査によって．絵本による地域文化の伝承に対して地域住民は共感と強い期待を抱いていること

が明らかとなった。また、今後の絵本の読み聞かせに関して、地域住民の意見や要望を広くとり入れ

ることにより、住民に受け入れやすい文化創造が可能となり、ひいては地域アイデンティティを深化

させたまちづくりにつながっていくことが示唆された。

(2)新型特別義撤老人ホームの現状と課題に関する研究活動

①目的

高齢者は、住み慨れた地域社会から切り離され、入所施設での集団生活を余儀なくさせる施設サー

ビスについての見直しが盛んに進められている。そのような中、従来の特別養護老人ホームに代わっ

て、小規模生活単位型と呼ばれる新型特別養護老人ホームが注目されている。そこで今回今年（平

成21年）の4月から稼働している新型特別養護老人ホームの視察および施設職員へのインタビューを

通じて、新型特別獲護老人ホームの現状と課題を明らかにすることをトi的とした。

②研究委員

保坂恵美子

松尾誠治郎

石橋潔

小栗正裕

大西良

ポドリヤクナタリヤ

許莉分

藤島法仁

川野栄美子

久留米大学文学部教授（研究委員長）

久制米大学文学部教授

久劉米大学文学部准教授

久留米大学文学部講師

久留米大学比較文化研究所所員

久留米大学大学院比較文化研究科学生

久留米大学大学院比較文化研究科学生

久留米大学大学院比較文化研究科学生

ブッククラブ大川代表

③研究委員会開催日

平成21年9月28日

平成21年10月26日

平成22年1月25口

平成22年2月22日

平成22年2月25日

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
１

月
月
月
月
木

く
く
く
く
く

第1回研究委員会

第2回研究委員会

第3回研究委員会

現地視察

第3回研究委員会

研究計画の検討

研究スケジュール

事前勉強会

手続きの検討

研究のまとめ

④活動報告

本研究から、 施設職員からみた従来の特別養護老人ホームと新型特別謹護老人ホームの相違を明ら
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かにすることができた。特に、小規模生活単位による介謹職員の仕事上の負担の問題が浮き彫りにな

り，利用者の立場と施設職員の立場の双方向からの検討が必要であることが分かった。

（文責保坂恵美子）

6）文化財保存科学研究部会

2009年度活動記録（主要項目のみ。部会員は敬称省略）

4月、文化財保存科学研究部会の実験室として100号館1階の部屋の使用が許可された。

上宮健吉がクララ種子の発芽テスト、前年度のポット苗の試栽培を開始。

5月5日、狩野がローマでマリア・ヴェーラさんと面会。

松枝哲哉氏・松枝小夜子氏・溝田俊和氏・瀧田直美氏が研究協力者として承認された。

上宮がザウテルシバンムシ羽化成虫による防虫実験を開始。

八女の近藤早苗氏栽培のクララ苗を松枝哲哉氏の仲介で田主丸の水田跡に30本移植。

近藤氏提供の4年生2本3年生1本を茎、芯髄、靱皮にわけて抽出．

6月9日上宮と狩野が、筑邦銀行の西村氏、松田氏と八女伝統工芸館、溝田和紙を訪問。

その後、 2名で藤生庵（松枝哲哉氏宅）を訪問。

13-14日狩野が倉敷で開催された文化財保存修復学会に出席。

17日、上宮、ザウテルシバンムシ5ペアを人工飼料で飼育開始。

21日、上宮狩野が、松枝小夜子氏と3名で中野三敏氏を訪問。

27日、定例研究会。

7月3日、上宮が中野言敏氏宅で、古諜害虫の発生調査。防虫試験のサンプル回収。

7日、溝田俊和氏クララ和紙75枚納品。

8月1日、定例研究会。

9月10日、企画課の有馬氏、江上氏と藤生庵を訪問。

12日、上宮が、九州国立博物館主催平成21年度文化庁美術館僻物館活動基樵盤備支援12日、上冨が、九州国立博物館主催平成21年度文化庁美術館博物館活動基撚盤備支援事業による

「市民と共にミュージアムIPM」研修・ワークショップで識演。

26日、狩野が、九州国立博物館の上記研修会に参加。

10月14日、上宮が、中野＝敏氏提供の古諜絵巻からl～2齢幼虫を採取し、幼虫1齢15頭、 2齢10

頭を飼育し、コクゾウコバチの成虫メス6，オス4頭を放飼。古書の害虫の天敵寄生蜂の開発に

着手。

30日、狩野が近藤早苗氏松尾茂美氏、瀧田義秋氏、 '1'原稔弘氏と面会。ビデオ搬影の依頼と打

ち合わせを行う。

11月28日、九州国立博物館、 「市民と共にミュージアムIPM」シンポジウムと交流会に参加。

12月1日、定例研究会。松尾茂美氏、瀧田義秋氏、松尾智明氏、中原稔弘氏のご協力により、八女手

漉き和紙伝統製法のビデオ撮影を実施。撮影終了後、交流会。

12日、大沼雅明、上宮、狩野、松枝小夜子氏の4名で、多久歴史資料館収蔵の雅文善の染色和紙

調査を実施。
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1月研究部会作成のビデオのチェック作業を行う。

2月271]、桑野剛一「久留米緋をつくる藍菌」と題して、久留米緋保存協会主催の識淡会で講演。ま

た、同日、継続開催した定例研究会に、東京藝術大学の稲葉政満教授を招聰して「生紙と染色」

と題する講演をしていただいた。

3月 1l$家の松田朴田氏に「筑後優品」のロゴを依頼。

28-29日、上宮、文化財虫害研究所等で資料収集。

（文黄狩野啓子）

7）民事法研究部会

今年度はここに記すべき活動はなかった。法学部および法科大学院における授業負担の重さ、雑用

の多さがその主たる理由である。この状況はこれからも続くと思われるが、学外の研究者・実務家と

の共同研究も視野に入れて、活動を継続していきたい。

（文資石川真人）

8）地域社会・文化・経済研究部会

平成21年度の地域社会経済研究部会の活動報告として、 l .久留米大学学外公開識座（え－るビア

久留米）での講座主催、そして、海外（台湾）の大学での識演、国内での講演会について報告するこ

とができる。

(1)公開講座

①久留米大学公開識座「国際社会と政治・経済」を、 6月1日から7月4日までの毎週木曜日に、

久留米大学御井学舎500号館51A教室において、下記の要領で開催した。

■

演題 講演者氏名 所属 開講日 会場

イスラム諸国の今後 宮原信孝 文学部教授 6月1日（日）

久留米大学

御井学舎

500号館51A

18：30－20：00

欧州統合の将来 児玉昌己 法学部教授 6月21日（日）

中国・台湾の今後 張 国興 法学部教授 6月28日（日）

アメリカ経済の今後 大矢野栄次 経済学部教授 7月4日（日）

②

将来」

え－るビア久留米において、 6月14日から7月5pまでの毎週日雌日に「日本の経済の現状と

と題して下記の内容について公開講座を開催した。
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演題 講演者氏名 所属 開講日 会場

金融危機一アメリカ経済と世界 6月14日（日）

え一るビア

久留米

14：00－16：00

中国経済の未来とアジア 6月21日（日）
経済学部

教授
大矢野栄次

ロシア経済とヨーロッパ 6月28日（日）

世界経済の設計図 7月5日（日）

③久留米大学公開講座「鉄道学講座一日本における鉄道の進化と役割を考える」を、元JR九州

社長・会長の石井幸孝氏を招ﾘﾘﾘして10月1口から10月22日までの毎週木ll臘口に、久留米大学御井学

舎500号館51A教室において、下記の要領で開催した。

演題 講演者氏名 所属 開講日 会場

鉄道史概論 10月1日（木）

九州の鉄道史 10月8日（木） 久留米大学

御井学舎

500号館51A

18：30－20：00

元JR九州

社長・会長
石井幸孝

鉄道の未来を考える 10月15日（木）

JR九州の終わりなき挑戦 10月22日（木）

地球温暖化と鉄道 大矢野栄次 経済学部教授 10月29日（木）

'2） 国内講演会

国内の講淡会としては、耳納市民センターと荒木市民センターにおいて．平成21年4月19日と5月

17日に「九州王朝の歴史」の洲淡会を開催した。

また、平成21年11月15日と12月13日に、耳納市民センターと荒木市民センターにおいて、 「マニフェ

ストと日本経済の現状」についての講演会を開催した。

(3)新幹線物流研究会

本研究会からスタートした「新幹線物流の研究会」が、東京での研究会と編岡県と佐賀県での研究

会として拡大・進展している。地球環境問題の関係から内外の関心も深まり、今後の発展を期待して

いる

＜メッセージ＞

歴史は古代より鏡’とされて来た。歴史を見ることで自分や自分たちのまわり．ひいては日本が見

えるのである。これまで、 日本人が何をしてきたのか、これから、 自分たちが何をするべきなのかが、

日本の鏡を見ることから見えて来ると考えるのである。
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邪馬台国が「近畿にあったに違いない」とする研究者や「九州にあったにちがいない」とする研究

者にとって、歴史は自己主張の道具かもしれない。しかし、興味本位の研究以上に、歴史研究によっ

て簡されるものは、歴史の真実から得られる知恵である。それは、 「あり得ないことが生じうること：

ブラック・スワン｣、 「日本の本質は変化すること」を理解することが重要であるということである。

「世の中が思いもかけない方向に変化すること｣、そして、やがて、 「世界の中心が移動すること」を

理解することであり、 「不変と思われた常識が変質する」ということが理解されなければならないので

ある。

【注】

'白銅や青銅で作り、表面をよく磨いて姿を映すもの。 『影見」の意であろうとされる。鏡は古くは極

めて神秘なものとされ、宝器として神事に用いた。 （白川静緒「字訓｣）

（文責大矢野栄次）

9）地域精神保健福祉部会

本研究部会では、 5つの研究テーマを設定して共同研究を行った。以下に研究テーマと発表・報告

の一覧を示す。

許莉芥「台湾における外国人花嫁の社会的適応について一拙字教育を'l!心に」 『比較文化柵究NO.89

2009』

許莉芽「異文化適応からみた在日外国人のメンタルヘルスにかんする研究－久留米大学病院を受診し

た外国人花嫁の事例を通して」 『比較文化研究諭集第21時別刷2007』

大西良「中学生に対するアンガーマメジメントプログラムの実施とその効果の測定-POMSI短縮版を

用いた気分変化の検証を中心に」 『久留米大学健康・スポーツ科学センター研究紀要第17巻2009』

大西良「不登校事例におけるスクールソーシヤルの役割に閲する研究一エコマップを用いた生態学的

視点からの中心に」 『日本社会福祉学会（口頭発表)』

大西良「不登校生徒へのソーシャルワーク的介入に関する研究一スクールソーシャルワーカーの役割

を中心に」 『比較文化研究第44輯別冊』

大西良「不登校馴例におけるスクールソーシャルワークの実践一エコマップを用いた役剤評価を中心

に」 『福岡県社会福祉士会研究ノート』

大西良「スクールソーシヤルワーク実践におけるアセスメントシートに関する研究」 『第8回日本精神
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保健福祉学会（口頭発表)』

梅本直子「久留米市におけるバリアフリー現状と課題」

島崎昇平「ソーシャルキャピタルの概念を〃1いた高齢者の自殺予防の可能性」

占部尊士「学生同士が互いに成長するテュートリアルモデルの実践一介護福祉士国家試験に向けての

新たな取り組みとして」 『第17回日本介識隔祉学会大会2009 (口頭発表)』

占部尊士「福祉学生の考える高齢者の余暇活勤支援とは一耐l1学生の記述についての内容分析を中心

に」 『第23回ロ本地域福祉学会2009（口頭発表)』

占部尊士「；l:会的排除に対する教育的取り組みについて一学生の捉える援助対象音イメージの比較か

ら」 『第71｢II Ij本福祉心理学会2009 (1 1頭発表)』

ポドリヤク・ナタリヤ「ウクライナにおける障害をもつ子どもへのインクルージョン」 『比較文化研究

No.91 2010』

占部尊士「施設実習における編祉学生のもつ援助意識の変化一第1･n ･Ⅲ段階ごとの実習前後を比

較して」 『福岡県社会福祉士会研究ノート』

占部尊士「禰祉学生に対する体験型教育の試み－ホームレス支援を通しての学び」 『比較文化研究論集

第24号別刷2009』

占部尊士「介泌福祉実習における学生の意識礎化に関する研究第1段階介,巡橘祉実習前後での検討」

『介護福祉学第16巻第2F} 2009』

松永美咲「KUPA活動内容報告一地域連挑について」 『地域締神保健福祉部会市民フォーラム2010』

（文責辻丸秀策）
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2．筑後川流域圏の総合研究（三潴研究）

1）はじめに

2006年度より|)W始された「筑後川流域腿lの総合研究」は、対象地域を「大川」地域とし、 2007年

度にその研究成果を「筑後川流域圏の総合研究1 大川研究」として報告した。そして、 2008年度は、

対象地域を「三潴（旧三潴地域である大木町、三潴町、城島町)」地域に移し、現地視察（巡見）の実

施や、三潴研究会を開催（主に旧3町の行政担当者を演者としてお招きし、各地域の歴史や文化、施

設、最近の取り組み等についてご講演いただいた）した。

本年度は、 2008年度の活動を受けて、プロジェクトメンバーがそれぞれのテーマで調査を開始し、

その研究成果となる「筑後川流域圏の総合研究2三潴研究」の発行を目指した。

2）三潴研究

(1)プロジェクトメンバーと各研究課題

本プロジェクトメンバーは、昨年度に実施した現地視察および研究会を受けて、対象地域に興味・

関心を持った9名の教員により構成している。各教員の所屈、専門領域および研究諜越は下記に示す

とおりである。

氏名

畠中昌教

吉田洋一

行蛮鉄平

谷ロ 豊

駄田井正

浅見良鰯

狩野啓子

大矢野栄次

堂前亮平

所属

経済学部

文学部

比較文化研究所

商学部

経済学部

経済学部

文学部

経済学部

文学部

唾
一
一
恥
一
榊
一
獅
一
幟
一
癖
一
癖
繩
一
搾
確

専 門

観光学概鏡・エコツーリズム鏡

日本近代史・日本史学概酷

スポーツ経営学・コミュニティスポーツ鮠

経営史・比較経営瞼

経済学史・ポストエ業*+会賎

経済地理・観光地理学・地理情報システム錨

日本文学日本近代文学比較文学

国際貿易論・近代経済学脱史・経済政策

地誌学・人文地理学

岬
一
一
１
ｌ
２
ｌ
３
４
ｌ
５
ｌ
６
－
７
－
８
９

テーマ

酒造業と観光

三潴地方の近世・近代

三潴町の地域スポーツ振興とまちづくりの関連性

三潴・城島地区における酒造業の現段階

旧三潴郡地域における自然との共生度

筑後川下流域における水系調及び土地利用の変化

大木町における藍染嶽の歴史－松枝家を中心に一

筑後川と有明海の歴史に見る州化人の痕跡

旧三潴郡における在郷町の地域証容

(2)「筑後川流域圏の総合研究2三潴研究」の発行

本年度は上記プロジェクトメンバーによりこれまでの研究成果を蹄

まえた報告11$を作成する年喚となる。現在もこの報告灘の執箪→入校

!I1であるが、来年度の4月に完成を目指している。

なお、本報告稗の作成後は、対象地域において研究報告会を実施す

る予定としている。詳細については、後口、インフォメーションさせ

ていただきたい。

廟砿川浪瓢羅の峰合研究酉

三潴地域研究

▲
甲
■
Ｚ
ｒ

１
０
１
９
０

蕊(3)今後の展開

2010年度は、対象地域を「弓潴」地域より川上に移し、久留米市を

II!心とした周辺の市町村を含めた左岸地域（筑後川を川上にみた場合）

を対象としていく。よって、対象地域が移ることから来年度は、 「地域

を知る」という意味から現地視察や研究会を数多く実施していきたい。

本プロジェクトへの多くの参加を期待したい。 （文責行質鉄平）

一

０

寺

久霧米大学蝉文化研究隅
2010

筑後川流域圏の総合研究2
三潴研究表紙
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3．社会連携研究「健康・生きがいのあるまちづくり」

第3回健康生きがいのあるまちづくり“ゆにばひろば”

『つなごう！ふるさとの文化』

－筑後川流域圏における産学官民協働と地域コミュニティ開発に関する研究－

久留米大学比較文化研究所では、大学の地域面献の一環として、文部科学省私立大学学術研究高度

化推進事業のもとで、 「筑後川流域圏における雄学官民協働と地域コミュニティ開発に関する研究～健

康生きがいのあるまちづくりをIII心に～」という事業を実施している。本事業は、産学官民協側のシ

ステムづくりと全住民が参加できる「ゆにばひろば（大学ひろぱ)」づくりを通じて、 ヒト・モノ．コ

コロと情報をつなぎ、地域文化の阿生をもって地域の活性化に貢献することを目的としている。

このような目的の実現に向けて、本年度は「つなごう！ふるさとの文化」というテーマで．地域文

化の底流ともいえる高良山の神龍石伝説を絵本化して、子どもたちへの絵本の続み聞かせと読み聞

かせを通じた老若男女の世代間交流を実施した。絵本の読み聞かせについては、児童文学作家のたか

しよいち氏による識減会、世代間交流については、 くるめ市民劇団ほとめき倶楽部の民話芝居「かさ

こじぞう」や「久瀞米にわか」 （｢1吉ぎんなん社! | 1久招米にわか保存会)、行政や学生・市民ボランテイ

ア等による多彩な「子育て支援コーナー」解説聯でにぎわった。

没’ 第3回雌朧生きがいのあるまちづくりの主催・共催・後援剛体

第3同健康生きがいのあるまちづくり（ゆにばひろば）

－つなごう！ふるさとの文化
聯業名称

主
一
共

催
一
催

久留米大学比較文化研究所

久留米大学文学部社会桶祉学科、筑後川流域圏地域づくり何でも相談会

後 援 久留米市．大川市、久制米市社会福祉協議会久留米Iir生きがい健康づくり財団、 JAくるめ．

久留米合川校区まちづくり運営協議会久留米市御井校ぼまちづくり振興会、久留米市消費者
連絡協搬会、久留米市子ども会連合会、 NPO人子育て支援ボランティアくるるんるん、ブッ
ククラブ大川、 くるめili民劇団ほとめき倶楽部、 日吉ぎんなん社中久制米にわか保存会、 IWi良
大社、久留米市立中央図書館ブックトークボランティアの会、久留米大学文学部・経済学部・
法学部．商学部、久留米大学KOS、久留米大学k-Vec、久留米大学BBS、西日本新聞社、
く一みんテレビ

;糊.蝋§上愈化
や

蕊
陳｡“▼毎骨■て角●■延承好甲鼻斯蝉榊軍●早牌4＜~vぜ 誼草

恥

fr錘'
魂2W山Y"泌唯b

rh

庫
ｒ
ｊ

は
泌寺も

ア
ー
マ

釘

▼
しＪ麺

文川野栄異子

鹸玉毎B子

久
留
米
大
字
進
題
文
化
景
塞
聯

蔑
良
山
麹
圏
咽
尿
婆
曲
会

側
閑
磯
塩
凪
美
子

(文責保坂忠美子）
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4．比較文化研究所研究員発表会

1）はじめに

2006年度よりスタートした当発表会は、本年度で第4回目の実施となりました。本年度は34名の

研究員が当研究所に所属しており、当発表会ではその内の19名が発表を行いました（予稿の提出者は

28名)。研究員諸氏は、久留米大学大学院（比較文化研究科後期博士課程）を終え、仕事をされなが

ら研究員として活動している方が多いことから、 どうしても当日の発表を行うことができない方が出

てきます。しかし、そのような事情の方も本年度に実施した研究成果を予稿集に掲載することで報告

しています。予稿集は、比較文化研究所の会議室に残部をおいていますので、ご興味のある方は、ぜ

ひ手に取っていただければと思います。

本年度は昨年度に引き続き2会場で開催しました。平成22年2月15日（月）という平日にもかかわ

らず、担当教員の先生方をはじめ、各領域の院生といった多くの方々に参加していただきました。ま

た、各会場での質疑応答も活発に行われ、内容のある発表会となりました。

－．－＝

1
一一症＝＝ …噂～

-I

Ｑ
Ｂ

2）発表会の日時、会場タイムスケジュール及び発表形態

①日時平成22年2月15日（月) 10:00～16:00

②会場久留米大学（100号館3棟2F比較文化研究所会識室、ゼミ室）

③タイムスケジュール

（1） 9 ： 30～9 ： 50 受付

（2） 9 ： 50～10 : 00 IIW会挨拶（比較文化研究所会瀧室）

(3)10 : 00～12 : 00 研究発表4演題

(4) 12 : 00～13 : 00 昼食

(5)13；00～16； 00 研究発表5～6浪題
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(6)16 : 00～16 : 10 閉会挨拶（比較文化研究所会議室）

④発表形態

1人20分（口頭発表15分質疑5分）

2～3演題毎に座長を交代する（1座長： 1時間程度で時間調整）

演者の他に、座長、時間係、ベル係を置く （座長時間係、ベル係は、研究員で行う）

3）発表演題一覧

平成21年度比較文化研究所研究員研究発表会

演題一覧

第1会場？ 100号館3棟2F比較文化研究所会議宰

発表者役割 演題NO 時間 専門 指導教員

グ
ル
ー
プ
①

座長② 胡 蔽 中国における信用担保制度の現状再調査 法学I 10:00～10:30 宗岡嗣郎

時間･ペﾙ② 佐田亜紀 地方でつくられた「天神縁起」に描かれた絵2 文学 江頭 肇10:30～11:00

グ
ル
ー
プ
②

座長① 諮旗佐江子 『雨月物語』「蛇性の婬」真女子像を求めて3 11:00～11:30 文学 江頭 肇

太宰治文学における「愛』の構造
～男性原理への反逆～

時間,ベル① 願 紅英4 文学 江煎 肇11:30～12:00

昼休み

グ
ル
ー
プ
③

座長④ 橋口公子 『平家物鰐』巻第九「知章最期」に見る知盛5 文学1300～13930 江頭 肇

明治時代における国晤掛図教育
～『小學指教図』を中心に～

蒔間･ペノ咽 何 啓華6 13:30～14:00 文学 江頭 壷

グ
ル
ー
プ
の

座長③ 三浦幸一郎 日本人のルーツ7 文学14100～1430 江頭 肇

支え合う関係を形成するシステムにおける民生委員の役割
一鹿児島県A市B町を耶例に－

藤島法仁時間･ベル、8 文学 保坂恵美子14130～15:00

第一次世界大戦期の国際戦略をめぐる緬脇
一アジア主義の話相一

藤村一郎 政治9 15:”～1530 張 国興

第2会場： 100号館3棟2Fゼミ室

グ
ル
ー
プ
③

座長⑥ 陳 宥蓉 圭蓉目の廃棄物・リサイクル政策に関する考察10 10:00～10:30 経済 藤田八暉

中国における経済・エネルギー・環境問題を考査するための
モデル開発と応用

時間ベル⑥ 部 丹11 経済 大矢野栄次10930～11:00

中国情時代の人口移転と金融ネットワーク「標号」に対する
一考察

グ
ル
ー
プ
⑥

座長⑤ 阿古 拉12 経済11!00～11:30 大矢野栄次

時間･ベル⑤ 浦川康弘 ｢流域学の構図」13 11:30～12:0O 経済 駄田井正

昼休み

旧三潴地方に置ける酒造業の製造技術と将来展望に関する考察
一自然共生度からみる一

グ
ル
ー
プ
⑦

座長⑧ 夏 広軍14 1300～13:30 経済 駄田井正

時間･ペノ蝿 阿 思根 中国と日本の差はここにある15 1330～14:00 経済 駄田井正

グ
ル
ー
プ
⑨

座長⑦ 今村義臣 情動刺激の強度と心理生物学的反応の関係を鯛べた予備的研究 心理16 14:“～14二30 木藤恒夫

時間ベル⑦ 赤須大典 集団同一視が自己呼価基準や自己説明に及ぼす影響 14:30～15:00 心理 木藤恒夫17

地域の中高年に対する睡眠問題改善を目的とした生活習慣改善
プログラムの効果

グ
ル
ー
プ
⑥

羽山順子 津田 彰18 15:00～15230 心理

多理鯖統合モデルに基づくインターネットを利用したセルフヘルプ型プ
ログラムによるストレスマネジメント行動の変容ステージの評価研究

金ウイ淵 15130～1600 心理 趣田 彰19
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日本近世漢時文の研究
一過東派文人腹部南郭の一考察一

真崎甚三郎と二二六事件の関係
～軍内対立の再検肘～

職業作家の誕生
一作家における著作権罷熾の萌芽菊池寛を例に一

儒教文化と｢孝｣思想
一日韓比較の視点から一

20 岸川郁子 文学 江頭 肇

徳永武将21 文学 江頭 肇

22 野村知子 文学 江頭 肇

朴 順伊23 文学 江頭 肇

占部匡美 日本語教育史における入門期教科書の基礎語彙研究24 文学 崎村弘文

羊 又夫 『茶経』本文研究の資料篇25 文学 崎村弘文

日本九州と中国北京大学生の消費生活に関する比較研究
一日中大学生の収入と支出に着目して一
TheRedevelopmentoftheCommercialDistrictwithKorean

Investment inChangchun,China

景観写真による言語描写法からみた幼児の｢知覚地図」
一福岡県の農村地域における6歳女児Lを事例に－

王 彦風26 経済 駄田井正

方 大年27 文学 堂前亮平

鮒 君慈28 文学 堂前亮平

:I:｢No9」及び「グループ⑨」の座長．時間．ベルは、各会場の担当教員が行う

＊役割の後にある番号は、担当するグループの番号を示している

(文黄行實鉄平）
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5． 日誌（2009年度）

2009年（平成21年）

4月15日（水） 比較文化研究所運営会議

4月22日（水） 比較文化研究所会議

5月27日（水） 比較文化研究所運営会議

6月17日（水） 比較文化研究所会議

6月17日（水） 比較文化研究所運営会議

7月1日（水） 比較文化研究所会議

7月7日（木） 比較文化研究所協議会

10月18日(R) 「第3回健康生きがいのあるまちづくりフェスタ

～つなごう！ふるさとの文化～」

10月21日（水）

11月9日（月）

11月10日（火）

12月7日（月）

12月15B(火）

比較文化研究所運営会議

比較文化研究所運営会議

比較文化研究所会議

比較文化研究所運営会議

比較文化研究所運営会議

2010年（平成22年）

1月18日（月） 比較文化研究所迩営会議

1月20日（水） 比較文化研究所会議

1月27日（水） 比較文化研究所協議会

2月12n(71<) 比較文化研究所遮営会議

2月15日（月） 比較文化研究所研究員研究発表会

3月9日（火） 比較文化研究所運営会議

※部会活動を除く
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施設. 設備

比較文化研究所は、 1987年の設立当初は、旭町キャンパスの大学本館3階に設置されましたが、大

学院比較文化研究科が開設された1989年に、旭川キャンパスから御井キャンパスに移りました。その

後数回の移動を経た後2006年に100号館の現在の位置に移動しています．研究所の部屋は2部屋あ

り、 l部屋は会議・研究会に使用、他の1部屋は蛍料室および作業室として使用しています。なお、

専任所員の研究室は、 300号館にあります。

研究所の資料室には、紀元前3世紀に不老不死の薬を求めて渡来したとされる「徐福」に関する膨

大な図書が保管されています。これは、元サガテレビ副社長内藤大典氏（故人）が収集された図譜で

す。現在、図書の整理を進めているところであり、 この方面の研究の発展に寄与するものと期待され

ます。

また、 これらのほか、 100号館1棟1階に、社会連携研究のための作業室や、文化財保存科学研究

部会の実験室があります。
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久留米大学（御井学舎）比較文化研究所案内図

西鉄パス N

⑪至聯鼎
米

＃第
２
体
育
館

[．■御井
学生会随

〃

ヌ柳
井
学
蝕

3部寵棟
号盤（粒室）

’
!■I

即号健（秘眉）

図書館 御井メディア
,(MWM)」 みいアリーナ

面面

鰯（教室）知号

如号館如号鱈（研究室棟）如号鱈（研

胆
憤報敏
七銘クク

一一

爵楽詣

P

ロ便所

正

西鉄バス停研所
野菜賦験瑚鯛

C

飲久側米
久耐米

ｃ
麺
Ｗ
ｌ

Ｃ
ｊ
Ｗ
鶴館100号

函下

比紋文化

研究所

(資料室〉

ゼミ室兼

ピアノ

練習室

3棟2階 ピアノ
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